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分任契約担当官

陸上自衛隊九州補給処

調達会計部長  園田 直

以下のとおリー般競争入札を実施するので、「入札及び契約心得」及び「契約条項」を承知のうえ参加された√ヽ。

1競争入札に付する事項
(1)件      名 :鉄 暦 (鋳鉄)ほか13件
(2)規格・単位。数量 :別紙内訳書のとおり
(3)引  渡 場 所 :陸 上自衛隊目達原駐屯地
(4)引  渡 期 限 :代 金納付の日から5日 以内 (令和8年 12月 18日 (金 )までに搬出 )
(5)代金納付期限  :令 和8年 12月 18日 (金 )
※注  納入告知書に基づき代金の納付となります。
納入告知書交付まで、契約 日から最大 lヶ月程度を要する場合があります。

2入札参加資格者
(1)予算決算及び会計令第70条の規定に該当しない者であること。なお、未成年者、被保佐人又は被補助人で
あって、契約締結の為に必要な同意を得ている者は、同条中、特別の理由がある場合に該当する。
(2)予算決算及び会計令第71条の規定に該当しない者であること。
(3)令和 7・ 8。 9年度全省庁統一競争参加資格で、「物品の買受け」のC等級以上の資格を有する者。
(4)契約担当官等から指名停止の措置を受けている期間中の者でないこと。
(5)大臣官房衛生監、防衛政策局長、防衛装備庁長官又は陸上幕僚長から「装備品等及び役務の調達に係る
指名停止等の要領」に基づく指名停止の措置を受けている期間中の者でないこと。
(6)前号により現に指名停止を受けている者と資本関係又は人的関係のある者であって、当該者と同種の物品の
売買又は、製造若しくは役務請負について防衛省と契約を行おうとする者でないこと。
(7)原則、現に指名停止を受けている者の下請負については認めない。ただし、真にやむを得ない事由を該当す
る旨指名停止権者が認めた場合には、この限りではない。
(8)現物を確認した者であること。
(9)仕様書に示す破壊及び解体等の作業を履行できる者であること。

3契約条項及び入札参加者心得を示す場所
陸上自衛隊目達原駐屯地 九州補給処 調達会計部 契約課、陸上自衛隊九州補給処ホームページ

4説明会及び入札執行の同時場所
説明会日時場所 :実施しない。
ただし、現場確認については官側と業者との認識の共有を図ること及び解体作業場所での解体・破砕が実施可能なこ
とを確認する目的で事前に必ず実施するものとする。現場確認については公告掲載日の次の日から令和8年9月 30日
(土 日祝日除く0830～ 1630)の 間、希望日の3日 前までに担当者 (11項に示す者)に連絡することとし、個別に対応する。
現場確認を実施していない業者の入札参加は認めない。

入札日時場所  :令 和8年 10月 1日 (木 )14時 30分  九州補給処総務部管理課糧食班幹部食堂

5保証金に関する事項
(1)入札保証金 :免除
但し、落札者が契約を締結しない場合は、落札金額の100分の5以上を違約金として徴収する。
(2)契約保証金 :免除
但し、契約者がその契約上の義務を履行しない場合は、契約金額の100分の10以上を違約金として徴収する。

6入札の方法
(1)総額決定 (税抜)(同 価の場合は、抽選により決定)予定価格以上の最高価格で入札した者を落札者とする。
予定価格に達しない場合は再度入札を実施する。また、郵便による入札参加者が含まれる場合においては令和8
年10月 5日 (月 )15時00分に再度入札を実施する。
(2)落札決定にあたつては、入札書に記載された当該金額の10%(軽減税率対象品目については8%)に相当す
る額を加算した金額をもって落札金額とするので、各入札者は消費税課税、免税事業者を問わず見積もった金
額の110分の100(軽減税率対象品目については108分の100)に相当する金額を入札書に記載すること。



7入 札の無効
(1)入札参加資格のない者、又は参加制限されている者が行った入札
(2)入札金額、入札者氏名及び押印が判明し難いもの
(3)電信、電話、電報、FAXによる入札
(4)入札執行時刻に遅延した入札、その他入札に関する条件に違反した入札
(5)その他入札に関する条件に違反した入札
(6)暴力団排除に関する誓約に虚偽があった場合又は暴力団排除に関する誓約に反する事態が生じた場合
(7)下請負者として承認された者は、同一入札に参加することを禁止する。

8契約書の作成の要否
(1)契約書を作成する。
(2)適用する契約条項
「不用物品売払契約条項」、「売払い物品の解体に関する特約条項」、「談合等の不正行為に関する特約条項」、
「暴力団排除に関する特約条項」

9その他
(1)公共事業からの暴力団排除を推進するための措置として、九州補給処ホームページ「入札等参加者心得」第9章
を確認し、入札書余白に「当社は入札及び契約心得に定める暴力団排除に関する事項について誓約いたします。」
と記載すること。
(2)入札関係委任を受けた者は、入札前にあらかじめ委任状を提出すること。
(3)郵便による入札の場合は、入札期日の前日令和8年 9月 30日 (水 )17時00分までに必着するように送付すること。
その際、送付する封筒の表に「入札件名、○月○日○○○○の入札書在中」と明記するとともに、事前に調達会計
部契約課担当まで電話連絡すること。
(4)その他入札及び契約心得を厳守すること。
掲示場所 :陸上自衛隊九州補給処調達会計部契約課事務室及び陸上自衛隊九州補給処ホームページ
(5)「資格審査結果通知書」の写しを入札開始前までに提出すること。
(6)入札書は消費税抜で提出すること。
(7)第2項第6号の「資本関係又は人的関係のある者」については、入札等参加者心得を参照
(8)入札室へのパソコン・タブレット・スマートフォン(画面サイズ7.0インチ以上)の持込は禁止
(9)当該売払物品の部品を輸出する場合は、輸出貿易管理令に基づき経済産業大臣の許可が必要となる。
(10)売払物品の引取りに際して発生する一切の費用は、買受人の負担とする。
(11)売払物品の引取りに際しては事故防止に留意するとともに、事故発生の場合は全て買受人の責任において処置
すること。

10公告掲示場所
(1)目 達原駐屯地調達会計部
(3)陸上自衛隊九州補給処ホームページ httpsi//v“ w.mod.go.jp/gsdγ wae/inお /nyusatu/dep/index.htm

11問い合わせ先
(1)住所等 〒842-0032佐賀県神埼郡吉野ヶ里町立野7-1
´

「
EL 0952-52-2161  FAX 0952-52-3748

(2)入札に関すること  調達会計部契約課第1契約班 担当 八坂 (内線2316)



内 訳 書

別紙

N。
口
＝ 名 規  格 単位 解 体 屑 非 解 体 暦 数 量 計

1 鉄屑 鋳鉄 KG 610.00 610.00

2 鉄暦 I12 KG 17,314.00 180.00 17,494.00

3 鉄暦 H3 KG 972.00 65.00 1,037.00

′
1 鉄暦 H4 KG 33,345.11 2.00 33,347.11

5 銅 上 KG 5.00 5.00

6 銅 並 KG 9.00 9.00

7 真鍮 真鍮 KG 342.71 342.71

8 アルミ屑 延ガラ KG 1,419.00 1,419.00

9 アルミ屑 軽合金 KG 596.60 90.00 686.60

10 鉛 KG 128.00 128.00

ll ステンレス屑 KG 2,372.00 2,372.00

12 雑線暦 KG 391.00 391.00

13 鉄非鉄混合 KG 442.00 442.00

14 無価値品 KG 56.00 44.00 100.00

以 下 余 白

合計 57,387.42 996.00 58,383.42



仕  様  書
補-1仕様書番号

補給部 回収課作 成 部 課

令和 8年 9月 4日作成年月日

鉄暦売払い

1 解体処分対象品
品  名 型式 単位 数量

73式大型 トラックエンジン // EA ■
■

2

(1)

(2)

解体方法

破砕機等により、復元できないよう切断、破壊等の処置を行なう。

解体作業は、「解体実施計画書」により契約担当官等の承認を得た後に、官

側 (検査官)の立会い等のもと実施するものとする。

3 解体処分品の解体場所、引渡場所及び保全
(1)解体場所は、九州補給処補給部第 1回収班回収品倉庫及び第 1回収班野外集

積場で実施

(2)引渡場所は、九州補給処補給部野外回収品置場とし、積載及び輸送は契約相

手側が行なうものとする。

(3)引渡日時については、契約担当官等と調整するものとする。

(4)輸送及び解体完了までの間、契約相手側は、紛失、盗難防止に留意するもの

とする。

所有権の移転

処分品の所有権は、契約相手方が第 5項に示す解体証明書を提出し、契約担当

官が受理した時点をもって官側から契約相手方に移るものとする。当該処分品の

引渡時には処分品の所有権は移転しない。

4

ヽ



5提出書類

6 安全管理
解体及び処分における作業は、安全管理に万全を期すものとする。

る

7 その他
解体方法に関し、疑義が生じた場合は、契約担当官等の指示を受けるものとす

書類等名 数量 提出時期 備  考
解体処分工程表

3音5

契約後速やかに
様式随意

解体実施計画書 様式 「別紙第 1」

受領書 解体処分品引渡日 様式「別紙第 2」

解体証明書 解体作業完了後速やかに 様式 「別紙第 3」



別紙第 1

(解体実施計画書の様式)

令和 年 、月  日

解 体 実 施 計 画 書

陸上自衛隊 九州補給処
契約担当官 ○○○○ 殿

○○○○
代表者名

日
＝
Ｌ
ト

契約番号○○○○解体処分について、次のとおり通知します。

1解体実施会社名  ○○○○

2解体処分品の名称及び数量

3解体実施場所

4解体実施 日  令不日 年  月  日



別紙第2

令和 年  月  日

解 体 証 明 書

陸上自衛隊 九州補給処

契約担当官 ○○○○ 殿

○○○○

代表者名 Fロ

契約番号○○○○解体処分について、次のとおり解体処置しましたことを通知します。

1解体実施会社名  ○○○○

2解体処分品の名称及び数量

3解 体 実 施 日 令和  年  月  日

4立 会 者 〇〇補給処 ○○部○○課 ○○○ 印



別紙第3

受領書 (様式 )

F月 日

正:  壕
年月日契

　

約 番  号

担当官印物

品
管

理
官

官職氏名印

取扱者印 転  記

正 電

所在地、会社名、代表者名印

取扱者印 転  記

受
領
者

（
契
約
者
） 受領年月日 受 領 印

官職氏名印

口
口

ユ
ワ料|́

注記

非 7肖・消 程  度 数  量 !置 コー琴 物品番リ卜及び品多

の ペ ー

注記 :用紙の大きさは、JIS P 0138のA列 4番とする。

コ
ワ

年 ナ

証 書 番 録 区 今

:号


